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平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
４
月
に
開
館
し
た
当
館
で

す
が
、
ご
厚
意
に
よ
り
多
く
の
作
品
ご
寄
附
を
う
け
、

そ
の
数
は
購
入
も
含
め
て
８
０
０
点
を
超
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
所
蔵
品
は
、
主
に
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と

「
能
登
ゆ
か
り
の
美
術
工
芸
品
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

当
館
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
多
く
の
方
に
ご
鑑
賞
い

た
だ
く
た
め
、
年
に
数
回
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
公
開

し
て
い
ま
す
。
本
展
も
そ
の
一
環
で
、
今
回
は
「
自
然

と
と
も
に
」「
彫
刻
っ
て
面
白
い
！
」
の
２
テ
ー
マ
で
、

洋
画
・
日
本
画
・
や
き
も
の
・
染
色
・
写
真
・
彫
刻
の

計
57
点
を
紹
介
し
ま
す
。

「
自
然
と
と
も
に
〜
水
や
植
物
の
あ
る
風
景
〜
」

　

私
た
ち
は
常
に
自
然
と
と
も
に
あ
り
、
広
い
意
味
で

は
人
間
も
自
然
の
一
部
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
海
や
川
、
山
や
植
物
は
、
常
に
形
を
変
え
て

は
い
ま
す
が
、
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
お

い
て
は
四
季
折
々
の
風
景

が
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
豊

か
に
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
水
や
植

物
の
あ
る
風
景
や
自
然
を

感
じ
る
作
品
な
ど
、
23
点

を
紹
介
し
ま
す
。

「
彫
刻
っ
て
面
白
い
！

　

〜
こ
れ
っ
て
な
ん
だ
？
か
ら
そ
っ
く
り
ま
で
〜
」

　

一
言
で
「
彫
刻
」
と
い
っ
て
も
、
粘
土
・
石
膏
・
ブ

ロ
ン
ズ
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
・

石
・
木
・
金
属
な
ど
の
素
材
が
あ
り
ま
す
。
技
法
に
お

い
て
も
、
粘
土
の
よ
う
に
肉
付
け
て
成
形
す
る
も
の

（
塑
像
）
や
、
型
を
作
っ
て
制
作
す
る
も
の
、
石
や
木

を
彫
っ
た
り
組
み
合
わ
せ
た
も
の
、
さ
ら
に
は
様
々
な

金
属
を
加
工
し
た
作
品
な
ど
多
種
多
様
で
す
。
ま
た
、

「
こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思
う
抽
象
作
品
か
ら
、

「
本
物
そ
っ
く
り
！
」
と
思
え
る
具
象
作
品
ま
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
彫
刻
作
品
の
多
様
性
が
、
面
白
さ
や
魅
力

で
も
あ
る
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
様
々
な
素
材
に
よ
る

彫
刻
作
品
34
点
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
学
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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展覧会
情　報

「織部鮑形向附」（池田コレクション）

「冬の舟宿」松下久信
※京都府丹後半島伊根港の冬景
色。風情があってファンも多い。
深い海の色と、屋根に積もる白
い雪とのコントラストが美しい。

「土部」山﨑朝雲
 （池田コレクション）

※「土部」（はじべ）とは土師器（はじき）
を制作する職人。肩を掻きたいが手
が泥で使えず、顎で掻こうとする姿が
ユーモラスだ。「緋の舞」末政哲夫

自
然
と
と
も
に
〜
水
や
植
物
の
あ
る
風
景
〜

彫
刻
っ
て
面
白
い
！
〜
こ
れ
っ
て
な
ん
だ
？
か
ら
そ
っ
く
り
ま
で
〜

　

12
月
22
日（
金
）〜
令
和
６
年
２
月
12
日（
月
・
祝
）　
【
開
催
中
】

◇
第
１
展
示
室

◇
第
２
展
示
室



　

所
蔵
品
よ
り
２
つ
の
テ
ー
マ
で
約
60
点
を
紹
介
し

ま
す
。

「
や
き
も
の
鑑
賞
の
ス
ス
メ
」

　

一
万
年
以
上
前
に
「
土
器
」
が
生
み
出
さ
れ
て
以

降
、
や
き
も
の
と
私
た
ち
は
常
に
密
接
な
関
係
に
あ

り
ま
す
。
日
常
の
煮
炊
き
・
食
事
に
使
う
だ
け
で
は

な
く
、
神
仏
へ
の
供
物
を
入
れ
た
り
、
茶
の
湯
の
席

で
用
い
ら
れ
た
り
と
様
々
な
場
面
で
や
き
も
の
が
大

活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
代
以
降
に
な
る
と

数
寄
者
た
ち
に
よ
っ
て
古
陶
の
蒐
集
が
行
わ
れ
、
そ

の
美
し
さ
を
賞
翫
す
る
対
象
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

当
館
所
蔵
品
の
中
核
・
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

を
蒐
集
し
た
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
〜
８
７
）
も
、

や
き
も
の
に
魅
せ
ら
れ
た
一
人
で
し
ょ
う
。
池
田
氏

は
あ
れ
こ
れ
難
し
い
こ
と
を
考
え
ず
、
お
気
に
入
り

の
作
品
に
触
れ
る
こ
と
を
何
よ
り
の
楽
し
み
と
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
現
代
で
は
伝
統
的
な
や
き
も
の
だ
け
で
な
く
、

そ
の
技
法
を
用
い
た
彫
刻
的
な
作
品
な
ど
も
あ
り
、

そ
の
表
現
方
法
は
さ
ら
に
多
彩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
や
き
も
の

の
ほ
か
県
内
を
代
表
す
る
現
代
陶
芸
家
の
作
品
な
ど

約
30
点
を
紹
介
し
ま
す
。
多
様
な
や
き
も
の
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
ま
な
ざ
し
の
先
」

　

「
目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言
う
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
目
に
は
相
手
に
感
情
を

訴
え
か
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
喜
び
で
あ
っ

た
り
、
悲
し
み
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
怒
り
で

あ
っ
た
り
と
様
々
で
す
が
、
相
手
の
顔
を
見
た
時
に
、

思
い
が
け
な
い
感
情
に
気
づ
き
、
ド
キ
ッ
と
し
た
経

験
は
誰
し
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
こ
の
「
ま
な
ざ
し
」
に
着
目
。
現

代
絵
画
を
中
心
に
、
写
真
や
工
芸
な
ど
の
当
館
所
蔵

品
の
う
ち
、
ま
な
ざ
し
や
視
線
が
印
象
的
な
作
品
を

セ
レ
ク
ト
、
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
の
「
ま
な
ざ
し
の
先
」
に
何
が
あ
る
の
か
、
皆

さ
ま
も
思
い
を
馳
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
学
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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※
会
期
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

や
き
も
の
鑑
賞
の
ス
ス
メ
・
ま
な
ざ
し
の
先

　

令
和
６
年
2
月
23
日（
金
・
祝
）〜
４
月
21
日（
日
）　

「バレリーナ」八野田博「鎮魂1972グラン・ド・
ジョラス」稲元実

「織部すすき文徳利」
（池田コレクション）

「釉裏金彩牡丹唐草文壺」
𠮷田美統

「少女」
斉田正一

◇
第
１
展
示
室

◇
第
２
展
示
室



令
和
５
年
度

友
の
会
美
術
講
座
実
施
報
告

令
和
５
年
度

友
の
会
美
術
講
座
実
施
報
告

「
切
り
絵
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
中
級
か
ら
〜
」

第
24
回
「
友
の
会
鑑
賞
の
旅
」
実
施
報
告

　

去
る
11
月
24
日
、
２
０
２
３
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展

入
選
作
家
（
切
り
絵
で
の
絵
本
原
画
）
で
、
金

沢
市
出
身
の
さ
ぶ

さ
ち
え
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、
切
り
絵
の
体
験
講
座
を
開
催
、
７
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
さ
ぶ
氏
の
「
先
生
で

は
な
く
、
さ
ぶ
ち
ゃ
ん
と
呼
ん
で
ね
」
と
の
お

言
葉
で
笑
い
が
も
れ
、
一
気
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ

た
よ
う
で
し
た
。
道
具
や
制
作
過
程
の
説
明
を

受
け
、
様
々
な
素
敵
な
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
見
本
か

ら
自
分
の
作
り
た
い
も
の
を
決
め
、
ま
ず
は
紙

を
切
る
練
習
。
い
よ
い
よ
本
番
に
入
る
と
、
皆

さ
ん
す
ご
い
集
中
力
！
終
了
後
、
「
あ
っ
と
い

う
間
の
２
時
間
で
し
た
」
「
楽
し
か
っ
た
！
」

な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に

は
、
素
敵
な
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
が
玄
関
や
ツ
リ
ー

を
飾
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
♪

　

前
日
の
一
般

向
け
Ｗ
Ｓ
も
含

め
、
長
時
間
ご

指
導
い
た
だ
い

た
さ
ぶ
ち
ゃ
ん

に
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。

10
月
19
日
（
木
）
、
友
の
会
会
員
さ
ま
21
名
と

同
行
職
員
２
名
の
計
23
人
で
、
第
24
回
友
の
会
鑑

賞
の
旅
を
催
行
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
は
石
川
県
立
美
術
館
と
国
立
工

芸
館
。「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
」
の

メ
イ
ン
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
皇
居
三
の
丸

尚
蔵
館
収
蔵
品
展
皇
室
と
石
川―

麗
し
き
美
の
煌
め

き―

」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
県
立
美
術
館
の

寺
川
和
子
学
芸
課
長
よ
り
同
展
の
み
ど
こ
ろ
を
解

説
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
展
覧
会
場
へ
。
何
と

い
っ
て
も
注
目
度
が
一
番
高
か
っ
た
の
は
伊
藤
若
冲

筆
「
動
植
綵
絵
」
で
、
こ
の
時
は
「
群
鶏
図
」
「
薔

薇
小
禽
図
」
の
２
幅
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
鮮
や
か
な
色
彩
と
細
密
な
筆
致
に
よ
っ
て

描
か
れ
て
お
り
、
息
を
の
む
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の

他
に
も
高
階
隆
兼
筆
「
春
日
権
現
験
記
絵
」
、
海
野

勝
珉
作
「
太
平
楽
置
物
」
な
ど
、
そ
の
時
代
を
代
表

す
る
作
家
の
作
品
や
、
皇
室
と
前
田
家
の
つ
な
が
り

を
感
じ
ら
れ
る
作
品
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

県
立
美
術
館
・
国
立
工
芸
館
を
出
た
後
は
、
醤
油
の

ま
ち
・
大
野
の
ヤ
マ
ト
糀
パ
ー
ク
へ
向
か
い
ま
し
た
。

パ
ー
ク
内
を
見
学
し
、
熱
い
「
糀
愛
」
を
拝
聴
後
、

発
酵
食
美
人
食
堂
に
て
様
々
な
発
酵
食
品
を
使
っ
た

ヘ
ル
シ
ー
な
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
土
産
な
ど
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
後
は

大
野
か
ら
く
り
記
念
館
へ
行
き
ま
し
た
。
建
物
を
設

計
し
た
の
が
当
館
と
同
じ
く
内
井
昭
蔵
氏
と
、
何
か

と
つ
な
が
り
の
あ
る
博
物
館
で
す
。
こ
こ
で
は
佐
藤

文
夫
館
長
に
よ
る
か
ら
く
り
人
形
の
実
演
で
、
笑
い

の
絶
え
な
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
ほ
ぼ
予
定
通
り
の
時
間
で
行
程
を
進
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
今
回
の
七
尾
美
術
館
友
の
会
鑑
賞
の
旅
に

お
き
ま
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
訪
問
先

の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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お知らせ

●入会手続き
受付開始…３月１日（金）から【年度会費1,000円】※１ 
受付場所…①当館受付カウンター　　②郵便振替　※２（郵便振替用紙をご利用ください）
※１　会員証は美術館だより第117号（春号・令和６年４月１日発行予定）と一緒にお送りします。
※２　郵便局備え付けの振替用紙の通信欄に必要事項《会員の区別（更新･新規･元会員）･郵便番号・住所･

電話番号･氏名》をご記入のうえ､会費を添えて最寄りの郵便局窓口へお出しください。払込手数料は
申込者負担となります。

　　 【郵便振替口座番号：００７１０－０－５０７９５　加入者名：石川県七尾美術館友の会】

●友の会特典
１ ｢美術館だより｣をお送りします。（年度内４回発行）
２ 当館及び石川県能登島ガラス美術館主催の展覧会の観覧料が割引になります。（会員本人と
　 同伴者２名まで）
３ 相互割引提携館主催の展覧会観覧料が割引になります。（会員本人のみ） 
４ 当館主催特別企画展の開会式･内覧会（一部除く）にご招待します。（無料） 
５ 販売グッズが割引になります。（一部除く）
６ 喫茶室利用代金が10％割引になります。（10円未満切捨）
７ 研修旅行や美術講座に参加できます。 
※納入された会費はお返しできませんのでご了承ください。

新年度友の会会員を次の要領で募集いたします。
現在会員の方で更新をご希望される方は改めてお申込みください。
お申込みのない場合はそのまま退会となってしまいますのでご注意ください。

令和6年度石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内

貸
館
催
し
物
案
内

我
ら
等
伯
の
末
裔
な
り

　
　
　
　
　
　
　

〜
小
学
生
水
墨
画
作
品
展
〜

　
　

１
月
５
日（
金
）〜
31
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
15
時
ま
で

　

主　

催　

七
尾
市
教
育
委
員
会

　

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
５
３
）５
０
９
０

※

展
覧
会
の
詳
細
は
開
催
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

展
覧
会
①  「
よ
み
が
え
っ
た
文
化
財

　
　
　
　
　  ―

保
存
活
用
を
支
え
る
修
復
技
術―

」

作
品
名　

絵
画「
陳
希
夷
睡
図
」　　

１
幅

　
　
　
　

長
谷
川
信
春（
等
伯
）筆

　
　
　
　

桃
山
時
代（
16
世
紀
）制
作

展
覧
会
②  「
没
後
30
年
　
田
中
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

誠
を
つ
く
す
彫
刻―

」

作
品
名　

彫
刻「
母
子
群
像
」　　
　

１
点

　
　
　
　

田
中
太
郎
作

　
　
　
　

昭
和
60
年（
１
９
８
５
）制
作

　
　
　
　

第
81
回
太
平
洋
美
術
展
奨
励
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　

な
ど
田
中
太
郎
作
品
計
23
点

会
　
期　
（
展
覧
会
①
・
②
と
も
）

　
　
　
　

１
月
４
日（
木
）〜
２
月
12
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
会
期
中
無
休
》

会
　
場　
（
展
覧
会
①
・
②
と
も
）

　
　
　
　

石
川
県
立
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
沢
市
出
羽
町
２―

１
）

　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６（
２
３
１
）７
５
８
０

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
１
月
１
日
現
在
）

当
館
収
蔵
品
貸
出
情
報

入
場
無
料
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表  紙 「星への帰還 -ARPA-」吉田 隆（1953 ～　）
金属　昭和 62年（1987）制作　当館蔵

　ARPA（竪琴）は作者が好んだモチーフの一つ。
　ARPA には星が瞬く空間が内包され、横たわる人物から金色
の帯が伸びて宇宙へとつながる。人はどこから来て、どこへ帰
るのか…。いつの日か、奏でられる美しい音色にのって、遥か
宇宙へと還るのであろうか。

長
谷
川
等
伯
展
（
仮
称
）

４
月
27
日（
土
）〜
５
月
26
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
中
無
休

　

昨
年
秋
に
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た
、
文
化
の
祭
典

「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
」。
期
間
中
の

県
内
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
づ
く
し
で
、ま
さ
し
く「
文

化
の
百
花
繚
乱
」
と
い
う
様
相
で
し
た
。

　

従
っ
て
昨
年
は
、
文
化
へ
の
関
心
度
が
大
い
に
高

ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
さ
て
こ
そ
せ
っ
か
く
の

機
運
を
一
過
性
の
「
ブ
ー
ム
」
で
収
束
さ
せ
ず
、
定

着
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
が
肝
要
で
し
ょ
う
。

　

当
館
で
も
そ
の
よ
き
流
れ
を
維
持
さ
せ
、
本
年
も

皆
さ
ま
の
耳
目
を
集
め
る
よ
う
な
展
覧
会
な
ど
を
、

鋭
意
開
催
す
べ
く
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
令
和
６
年
度
春
、
特
別
展
と
し
て
ト
ッ
プ
を

飾
る
の
が
、
当
館
で
は
恒
例
の
「
長
谷
川
等
伯
展
」

で
す
。
平
成
８
年
よ
り
毎
年
欠
か
さ
ず
に
継
続
し
て

き
た
同
展
も
、
つ
い
に
29
回
目
の
開
催
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

「三十番神図」長谷川信春 ( 等伯 ) 筆
高岡市・大法寺蔵　重要文化財

「枯木猿猴図」（部分）長谷川等伯筆
京都市・龍泉庵蔵　重要文化財

「
吉
野
桜
図
屏
風
」（
部
分
）

　
　

長
谷
川
宗
宅
（
等
後
）
筆

　
　

京
都
市
・
妙
蓮
寺
蔵

「
四
愛
図
襖
」（
部
分
）

　
　

長
谷
川
等
伯
筆

　
　

愛
知
県
・
有
楽
宛
蔵

　

今
回
の
「
長
谷
川
等
伯
展
」
で
は
等
伯
晩
年
期
水

墨
画
の
代
表
作
で
、
加
賀
前
田
家
と
も
ゆ
か
り
の
あ

る
名
品
「
枯
木
猿
猴
図
」（
京
都
市
・
龍
泉
庵
蔵
）が
、

満
を
持
し
て
登
場
。
同
品
を
中
心
に
、
左
記
３
テ
ー

マ
で
計
32
点
の
展
示
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

テ
ー
マ
１
〝
絵
仏
師
・
信
春
の
画
業
〞
…
早
い
時

期
よ
り
仏
画
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
画
題
を
手
広
く

こ
な
し
て
い
た
等
伯
。
本
テ
ー
マ
で
は
若
き
等
伯
の

仏
画
や
鑑
賞
画
、
肖
像
画
を
紹
介
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
２
〝
等
伯
の
水
墨
画
〞
…
主
に
等
伯
50
歳

以
降
制
作
の
水
墨
画
に
注
目
。「
枯
木
猿
猴
図
」
を
は

じ
め
、
当
館
で
は
初
公
開
と
な
る
「
四
愛
図
襖
」（
愛

知
県
・
有
楽
宛
蔵
）な
ど
を
展
示
。

　

テ
ー
マ
３
〝
長
谷
川
派
の
絵
師
た
ち
〞
…
等
伯
の

息
子
や
弟
子
た
ち
な
ど
「
長
谷
川
派
」
と
総
称
さ
れ

る
絵
師
た
ち
の
、
多
彩
な
作
品
を
ご
披
露
し
ま
す
。

　

本
展
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
美
術
館
だ
よ
り
」
次
号

で
改
め
て
紹
介
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

展覧会
予　告


